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        No. 2540
2021 年 1 月 18 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
13
日
、
大
阪
、
京
都
、
兵

庫
、
愛
知
、
岐
阜
、
栃
木
、

福
岡
に
緊
急
事
態
宣
言
が

再
発
令
さ
れ
た
」「
病
床
逼

迫
で
自
宅
療
養
者
の
死
亡

が
相
次
い
で
い
る
。
懸
念

さ
れ
て
き
た
こ
と
が
現
実

　

志
位
氏
は
、
菅
政
権
の

無
為
無
策
と
逆
行
の
結
果
、

緊
急
事
態
宣
言
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
と
述
べ
、
思
い

切
っ
た
対
策
を
求
め
ま
し

た
（
10
日
）。

　

一
、
赤
字
に
陥
っ
て
い

る
医
療
機
関
へ
の
減
収

補ほ
て
ん填
を
行
う
こ
と
。

　

一
、十
分
な
補
償
す
る

検
査
・
医
療
・
補
償

　
　

国
は
責
任
果
た
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜
討
論　

志
位
委
員
長
が
語
る

こ
と
。
時
短
要
請
に
応
え

た
飲
食
店
と
直
接
・
間
接

に
影
響
を
被
る
す
べ
て
の

人
を
対
象
に
す
る
。
１
日

最
大
６
万
円
の
協
力
金
で

は
足
り
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
よ
う
に
事
業
規
模
に

即
し
て
事
業
が
継
続
で
き

る
補
償
を
行
う
。

　

一
、
検
査
の
抜
本
的
拡

充
。
と
く
に
無
症
状
者
に

対
す
る
積
極
的
な
検
査
を

行
う
こ
と
。

　

特
別
措
置
法
に
罰
則
を

入
れ
る
こ
と
は
反
対
す
る
。

必
要
な
の
は
“
納
得
と
合

意
”“
十
分
な
補
償
”
で
あ

り
、「
こ
の
二
つ
が
あ
れ
ば

み
ん
な
協
力
す
る
。
罰
則

を
入
れ
れ
ば
相
互
監
視
・

密
告
が
起
こ
り
、
国
民
が

分
断
さ
れ
る
」と
強
調
。ま

た
入
院
拒
否
に
罰
則
の
議

論
を
批
判
。
感
染
し
て
も

入
院
先
が
な
い
な
か
、
い

ま
や
る
べ
き
は
入
院
先
・

療
養
先
の
確
保
と
述
べ
ま

し
た
。

　

第
３
次
補
正
予
算
案
に

つ
い
て
、
巨
大
開
発
、
軍

事
費
の
積
み
増
し
な
ど
を

根
本
的
に
見
直
し
、
持
続

化
給
付
金
と
家
賃
支
援
給

付
金
の
第
２
弾
や
、
失
職

　

日
本
共
産
党
は
、
総
選
挙
に
む
け
て
、「
新
し
い

日
本
を
つ
く
る
五
つ
の
提
案
」
を
訴
え
て
た
た
か

い
ま
す
。
こ
の
提
案
の
方
向
が
、
野
党
共
通
の
政

治
的
主
張
と
な
り
、
自
公
政
権
に
代
わ
る
新
し
い

政
権
―
―
野
党
連
合
政
権
が
実
行
す
る
政
治
的
内

容
と
な
る
よ
う
に
、
最
大
限
の
力
を
つ
く
し
ま
す
。

提
案
１　

新
自
由
主
義
か
ら
転
換
し
、
格
差
を
た
だ

し
、
暮
ら
し
・
家
計
応
援
第
一
の
政
治
を
つ
く
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
危
機
を
つ
う
じ
て
、
新
自
由
主
義
の

破
綻
が
、
世
界
で
も
日
本
で
も
明
瞭
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
路
線
を
根
本
か
ら
転
換
す
る
こ
と
は
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

①
ケ
ア
に
手
厚
い
社
会
を
つ
く
り
ま
す
。
政
府
の

責
任
で
、
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
・
保
育
な
ど
、
ケ

ア
労
働
に
携
わ
る
人
々
の
待
遇
の
抜
本
改
善
を
は
か

り
ま
す
。
公
立
・
公
的
病
院
の
統
廃
合
、
75
歳
以
上

の
医
療
費
値
上
げ
な
ど
窓
口
負
担
増
、
年
金
削
減
な

ど
、
社
会
保
障
削
減
政
策
を
中
止
し
、
拡
充
へ
の
抜

本
的
な
転
換
を
は
か
り
ま
す
。

　

②
人
間
ら
し
い
雇
用
の
ル
ー
ル
を
つ
く
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
危
機
で
最
も
深
刻
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
の

は
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
人
々
、

と
り
わ
け
女
性
と
若
者
で
す
。
労
働
法
制
の
規
制
緩

和
路
線
を
抜
本
的
に
転
換
し
、
最
低
賃
金
を
時
給

１
５
０
０
円
に
引
き
上
げ
、
８
時
間
働
け
ば
ふ
つ
う

に
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
り
ま
す
。

　

③
疲
弊
し
た
地
方
経
済
の
立
て
直
し
の
柱
に
中
小

企
業
と
農
林
水
産
業
の
振
興
を
位
置
づ
け
ま
す
。
コ

ロ
ナ
に
乗
じ
て
中
小
企
業
を
「
淘と
う
た汰
」
す
る
暴
政
を

や
め
さ
せ
、
中
小
企
業
を
日
本
経
済
の
根
幹
に
位
置

づ
け
振
興
を
は
か
り
ま
す
。
農
林
水
産
業
を
基
幹
的

な
生
産
部
門
と
位
置
づ
け
、
歯
止
め
な
い
自
由
化
路

線
を
見
直
し
、
所
得
・
価
格
保
障
に
よ
っ
て
自
給
率

新
し
い
日
本
を
つ
く
る

　
　
　
　

５
つ
の
提
案

【
２
面
へ
】

困
窮
者
へ
の
新
し
い
給
付

金
、
医
療
機
関
・
高
齢
者

施
設
へ
の
一
斉
・
定
期
的

な
「
社
会
的
検
査
」
を
強

く
求
め
る
と
表
明
し
ま
し

た
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

に
な
っ
た
」「
都
立
広
尾
病

院
、
公
社
の
茂
原
病
院
・

豊
島
病
院
を
コ
ロ
ナ
専
用

に
す
る
と
の
こ
と
」「
15

日
、
広
島
県
が
広
島
市
の

80
万
人
に
無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
実
施
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
」「
画
期
的

な
対
応
だ
。
本
来
政
府
が

実
施
す
べ
き
対
策
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
史
料
館

は
毎
週
木
・
金
曜
日
の
午

後
に
一
般
公
開
を
し
て
い

た
が
、
２
月
７
日
ま
で
一

般
公
開
は
中
止
に
な
っ

た
」

を
超
え
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

菅
内
閣
の
支
持
率
低
下

続
く
。「
共
同
で
は
不
支
持

42
・
８
％
、
支
持
41
・
３
％

と
逆
転
し
た
」「
１
都
３
県

に
再
発
令
し
た
緊
急
事
態

宣
言
に
関
し
て
遅
す
ぎ
が

79
・
２
％
、
政
府
の
コ
ロ

ナ
対
応
を
評
価
し
な
い
が

68
・
３
％
だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

調
布
市
の
外
環
道
ト
ン

ネ
ル
工
事
上
で
新
た
な
空

洞
（
14
日
）。「
昨
年
10
月

に
市
道
が
陥
没
し
て
以
降
、

３
カ
所
目
だ
」「
東
日
本
高

速
は
昨
年
12
月
、
ト
ン
ネ

ル
工
事
の
影
響
を
認
め
調

査
し
て
い
た
」「
不
十
分
な

事
前
調
査
、
ず
さ
ん
な
施

行
管
理
と
専
門
家
が
指
摘

し
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
２

度
目
の
弾
劾（
13
日
）。「
連

邦
議
会
乱
入
を
あ
お
っ

た
」「
ツ
イ
ッ
タ
ー
社
は
ア

カ
ウ
ン
ト
を
停
止
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

12
日
、
気
象
庁
が
東
京

の
初
雪
を
発
表
。「
平
年
に

比
べ
９
日
遅
か
っ
た
」「
北

陸
な
ど
日
本
海
側
は
大
雪

だ
」

　

世
界
34
カ
国
の
４
０
０

人
以
上
に
の
ぼ
る
国
会
議

員
や
公
職
者
は
４
日
ま
で

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世

界
的
大
流
行
）
下
で
も
利

益
を
伸
ば
し
続
け
る
世
界

通
販
ア
マ
ゾ
ン
に
応
分
の
負
担
を

　
“
お
と
が
め
な
し
の
時
代
は
終
わ
り
”

最
大
の
通
販
企
業
ア
マ
ゾ

ン
に
対
し
、
労
働
者
へ
の

報
酬
、
各
国
政
府
へ
の
納

税
、
環
境
保
護
対
策
に
お

い
て
、
応
分
の
負
担
を
支

払
う
べ
き
だ
と
求
め
る
連

名
の
公
開
書
簡
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

書
簡
の
中
で
、
大
規
模

商
戦
が
展
開
さ
れ
る
ブ

ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ
ー
の
日

に
合
わ
せ
て
各
国
の
ア
マ

ゾ
ン
労
働
者
や
活
動
家
、

市
民
団
体
な
ど
が
連
帯
し

て
始
め
た
、
ア
マ
ゾ
ン
へ

賃
上
げ
や
地
球
温
暖
化
対

策
を
要
求
す
る
運
動
を

「
支
持
す
る
」と
表
明
。
ア

を
50
％
を
目
標
に
引
き
上
げ
ま
す
。

　

④
コ
ロ
ナ
の
も
と
、
多
く
の
学
生
の
陥
っ
て
い
る

深
刻
な
困
窮
は
、
政
治
の
恥
ず
べ
き
責
任
で
す
。
大

学
等
の
学
費
を
半
減
し
、
本
格
的
な
給
付
奨
学
金
を

創
設
し
ま
す
。

　

⑤
消
費
税
を
緊
急
に
５
％
に
減
税
し
、
経
営
の
苦

し
い
中
小
企
業
に
対
し
て
２
０
１
９
年
度
・
20
年
度

分
の
納
税
を
免
除
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
空
前

の
資
産
を
増
や
し
て
い
る
富
裕
層
、
大
企
業
に
応
分

の
負
担
を
求
め
る
税
制
改
革
を
行
い
ま
す
。

　

⑥
被
災
し
た
住
宅
へ
の
支
援
金
を
５
０
０
万
円
に

引
き
上
げ
る
な
ど
、
被
災
者
の
生
活
再
建
を
復
興
の

柱
に
す
え
る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

提
案
２　

憲
法
を
守
り
、
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
・

平
和
主
義
を
回
復
す
る

　

安
倍
・
菅
政
権
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
立
憲
主
義

を
再
建
し
、
負
の
遺
産
を
一
掃
す
る
こ
と
は
、
新
し

い
政
治
が
ま
っ
さ
き
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
す
。

　

⑦
安
保
法
制
、
秘
密
保
護
法
、
共
謀
罪
な
ど
、
安

倍
・
菅
政
権
に
よ
る
憲
法
違
反
の
立
法
を
廃
止
し
ま

す
。
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
を
撤
回

し
ま
す
。

　

⑧
「
森
友
問
題
」「
加
計
問
題
」「
桜
を
見
る
会
」

の
問
題
な
ど
、
一
連
の
国
政
私
物
化
疑
惑
を
徹
底
的

提
案
３　

覇
権
主
義
へ
の
従
属
・
屈
従
外
交
か
ら
抜

け
出
し
、
自
主
・
自
立
の
平
和
外
交
に
転
換
す
る

　

⑩
沖
縄
県
民
の
民
意
に
背
く
辺
野
古
新
基
地
建
設

を
中
止
し
、
普
天
間
基
地
の
無
条
件
返
還
を
求
め
ま

す
。
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改
正
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

⑪
米
軍
へ
の
「
思
い
や
り
予
算
」
を
廃
止
し
、
米

国
製
の
高
額
武
器
の
「
爆
買
い
」、「
イ
ー
ジ
ス
・
ア

シ
ョ
ア
」
代
替
案
、「
敵
基
地
攻
撃
」
能
力
保
有
の
た

め
の
武
器
購
入
な
ど
、
大
軍
拡
の
危
険
と
浪
費
に
メ

ス
を
入
れ
ま
す
。

　

⑫
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
し
、
唯
一
の

戦
争
被
爆
国
の
政
府
と
し
て「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

の
実
現
に
向
け
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

⑬
中
国
に
よ
る
覇
権
主
義
・
人
権
侵
害
に
き
っ
ぱ

り
反
対
し
、
国
連
憲
章
と
国
際
法
を
順
守
さ
せ
る
立

場
で
毅き
ぜ
ん然
と
し
た
外
交
的
対
応
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
次
号
へ
続
く
】 

に
究
明
し
ま
す
。
内
閣
人
事
局
を
廃
止
し
、
日
本
学

術
会
議
の
任
命
拒
否
を
撤
回
し
、「
忖そ
ん
た
く度
」
を
生
み
出

す
強
権
政
治
の
根
を
断
ち
、
透
明
性
あ
る
公
正
な
政

治
を
築
き
ま
す
。

　

⑨
自
民
党
が
進
め
る
憲
法
９
条
改
定
に
反
対
し
、

国
民
投
票
法
改
定
案
（
自
民
・
公
明
・
維
新
案
）
を

廃
案
に
追
い
込
み
、
改
憲
発
議
を
許
し
ま
せ
ん
。

【
１
面
か
ら
】

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
世
界
の
感
染
者
は
11

日
９
０
０
０
万
人
を
超
え
、

死
者
は
16
日
２
０
０
万
人

マ
ゾ
ン
が
巨
額
の
利
益
を

あ
げ
な
が
ら
、
十
分
な
手

当
も
な
く
労
働
者
を
過
酷

な
環
境
に
置
き
、
大
半
の

国
の
合
計
に
匹
敵
す
る
二

酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
一

方
、
ろ
く
に
法
人
税
を
納

め
て
い
な
い
現
状
に
ふ
れ
、

「
ア
マ
ゾ
ン
の
お
と
が
め

な
し
の
時
代
は
終
わ
り

だ
」
と
各
国
の
議
会
で
対

策
を
進
め
る
決
意
を
示
し

て
い
ま
す
。


